
講演概要

・赤外線加熱とガス燃焼熱風のハイブリッ
ド乾燥炉について一般論はエレクトロヒー
トセンター資料を引用しおこないます
・ 30年前からおこなってきたハイブリッド
乾燥炉新設・更新など実装歴について
・石川県の白山工業株式会社において
おこなった改修内容について

＊塗装ブースからのよくある問題の乾燥
炉への塗料の流入などのエア制御など
＊メトロ電気工業社製電気ヒーターの導

入について、高温下の粉体ライン乾燥炉
への適応改良や反射板について

＊製法技術としてのプレヒート扱いでは無
いヒーター配置理論

＊これに伴う補助金診断機関とし新たに
追加になった、低炭素工業炉におけるハ
イブリッド炉、メトロ製改良ヒーターの単品
補助金採用など

第21回エレクトロヒートシンポジウム

「白山工業様他導入事例に基づく乾燥炉ハイブリッド化による
メリット解説と関係補助金について」
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講演者プロフィール

株式会社プラウテック 代表取締役 黒木道裕

東京、名古屋の２拠点で生産機器、プラント設備
など工場を含む設計・施工、ソリューションコンサ
ルティングなど創業25年
SII・SHIFTの認定診断機関エフエーオープン
東京所長兼務



株式会社プラウテック

沿革・代表者略歴
・代表取締役 黒木道裕
・東京都出身、技術者として愛知県の工場・生産ラインの製作に携わり、着任。
・その後、名古屋市の同業他社へ移籍。
・トヨタ自動車をはじめ、自動車メーカー各社の仕事及び生産設備開発、生産技術に従事。
・独立後、個人経営から法人へ改組。

登録情報
適格請求書発行事業者登録番号 T8-1800-0109-9073
建設業許可愛知県知事許可（般-7）第83056号
節目の年令和9年に創業25周年、法人化20周年を迎えます

詳しくはホームページをご覧ください、NDA物件が多く実績などは公開しておりません。

会社案内・自己紹介
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発表概要

・赤外線加熱とガス燃焼熱風のハイブリッド乾燥炉についての一般技術論は
エレクトロ ヒートセンター資料及び月刊塗装技術などに編集された一般論をご覧ください。

・30年前からおこなってきたハイブリッド乾燥炉新設・更新など実装歴について

・石川県の白山工業株式会社においておこなった改修内容について

・塗装ブースのよくある問題の乾燥炉への塗料の流入などの流れ制御など

・メトロ電気工業社製電気ヒーターの導入について、高温下の粉体ライン乾燥炉への
適応改良や反射板について

・製法技術としてのプレヒート扱いでは無いヒーター配置理論

・これに伴う認定診断機関としての、ＩＴ診断や新たに追加になった低炭素工業炉に
おけるハイブリッド炉、メトロ製改良ヒーターの単品補助金採用など

第２１回一社）エレクトロヒートセンター・バーチャル展示会のWebページをご覧ください
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事例紹介

2006年に関東で弊社が行った。塗装ライン 更新新設工事の際のハイブリッド乾燥炉の写真です。

製品 制御盤寸法1400×2300×600 ｔ2.3
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事例紹介 白山工業



塗装業界をはじめとする工業炉の多くは、今も熱風のみに頼る一般的なガス燃焼
乾燥炉や電気炉です。
ガス燃焼炉はエネルギーコストの優位性から今後も無くなることはなく、
水素混合燃焼・専焼、アンモニア混合燃焼・専焼といった技術やCO2などを回収する
プラントとしての火力発電による受電でのカーボンニュートラルを推進していく道もあります。

白山工業様は、昨今の脱炭素への社会的要請と生産性のさらなる向上という
2つの大きな課題を解決するため、「赤外線ハイブリッド乾燥炉」への更新を選ばれました。
このプロジェクトで私たちが目指したのは、単に熱源をガスから電気に変えることではありま
せんでした。
それでは単なる「置き換え」であり、エネルギーコストが跳ね上がるリスクがあったからです。
私たちが実装したのは、熱風と中波長赤外線の強みを極限まで掛け合わせたハイブリッド
システムです。結果はどうだったか。乾燥プロセスにおけるCO2排出量は削減され、工場の
カーボンニュートラル化へ大きく貢献することに成功しました。それだけでなく、乾燥に要す
る時間そのものが大幅に短縮され、ラインの生産性は飛躍的に向上したのです。

白山工業様をはじめ、今年までに弊社が対応させていただいた更新・新設の現場からは、
「電化によって環境対応ができるだけでなく、品質が安定し、結果としてエネルギーコストや
人件費も含めたトータルコストに見合う、非常に投資対効果の高い改修になった」との高い
評価を数多くいただいております。

白山工業説明
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塗装ブースからセッティングゾーンなど搬送する硬化前の製品はゴミ不良などを減らす為に
トンネルのように隔壁をたて、またシールドしますが
これは乾燥炉への塗料流入をひき起こす事にもなります

多くの設計の適切でない塗装ラインでは、
多く見受けられる事であり輻射エネルギーの低下や
ヒーター表面温度が高い物ほど汚れやすく危険性も増します

個別の塗装ラインの設計に関わる問題のため、
該当する工場ではハイブリッド化を行う上での
重要な事前対策となります。

第21回エレクトロヒートシンポジウム 8

塗装ブースのよくある問題、乾燥炉への塗料の流入などの流れ制御など解説
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メトロ電気工業の令和７年度補正予算「先進設備・システムに採択
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製法技術としてのプレヒート扱いでは

無いヒーター配置理論



「電化炉の導入や改修には、どうしても初期投資がかかるのではないか」

そう懸念される経営者様や工場長様も多いかと思います。しかし、今が導入の最大の
チャンスであると言い切れる理由がもう一つあります。それが、国の強力な資金支援で
ある「省エネ補助金」の存在です。まず省エネ診断に対しても90％の補助金があり
「低炭素工業炉」も対象設備として認定される可能性が高く、
的確な生産技術もご提供できます。

これにより中小企業様であれば設備費・工事費の最大2分の1、大企業様であっても大き
な補助率での支援を受けることができます。補助金額の上限も数億円規模に設定されて
いるため、大型の乾燥炉の新設や工場全体の乾燥ラインの大改修であっても、財務的な
負担を極限まで抑えて実行に移すことができます。

・私が専門家として協業している
エフエイオープンは補助金申請に関わる
技術データの提供やコンサルティングも含め、
顧客満足度トップ１０の評価をいただいており
トータルでサポートできる体制を整えています。

2026年発表時点の情報です

省エネ補助金と認定機関としての説明
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弊社は30年前からコストや受電容量の壁と戦いながらこのハイブリッド乾燥炉の
可能性に着目して進んでまいりました。そして今、非化石燃料への電化、
カーボンニュートラルの達成はもはや避けて通れない課題であり、
それは同時に工場の生産性を高めランニングコストや品質を向上させ
次世代の競争力を手に入れる「最大のチャンス」でもあります。

メトロ電気工業の最先端ヒーター技術と、弊社の30年のノウハウ、
そして国の低炭素工業炉としての補助金をフルに活用し、

皆様の工場の新しい未来を共に推進していきたいと考えております。

その他にはダクトレス乾燥炉のメーカーとも協業し、
更に乾燥炉の熱ロスを減らしています。

乾燥プロセスのハイブリッド化、電化改修、更新
新設のご相談、省エネ診断はぜひ私たちにお任せください。

株式会社 プラウテック
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ご清聴、誠にありがとうございました



Zoomライブセッション開催予定

開催日時

・２０２６年 １１月１２日（木） １３：００－１３：３０
https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_V77mth5cSbCHb4U3sgXIwA

登壇予定者

・ 黒木道裕

導入検討に関するお問い合わせ

・ （会社名）株式会社プラウテック

・ （部門・担当） 代表取締役 黒木道裕

・ （E-mail）kuroki@proudtec.com
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https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_V77mth5cSbCHb4U3sgXIwA


「白山工業様他導入事例に基づく
乾燥炉ハイブリッド化による

メリット解説と関係補助金について」

株式会社プラウテック 代表取締役 黒木道裕
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